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学校 に お ける 「性役割 の 社会化」 再考
一

教師 に よ る性別 カ テ ゴ リー使用 をて が か りと して
一

宮 崎 あ ゆ み

　教師 「1 組 2 組 さん ，男の 子入 っ て
一 1」

　　　 （1 ， 2 組男子 プー
ル に 入 っ て 泳 ぐ）

　教師 「じゃ あ 1 ， 2組 さん 女子入 っ て
一 1」

　　　 （1 ， 2 組女子 プール に 入 っ て 泳 ぐ）

　 こ れ は筆者が観察を行 っ た小学校で の 水泳指導の 場面で あ る 。 どこ の 学校で も見ら

れ るご く当た り前の B 常的揚面で あろ う。 しか し ， なぜ 教師は児童 を女子 と男子 に分

け るの だ ろ うか 。 学校に お い て性別 カ テ ゴ リーは，様 々 な場面で 多用 され，そ の 使用

が 自明視され て い る 。 本稿は ， 解釈的ア プ ロ
ーチ を用 い ， こ うした性別 カ テ ゴ リーを

具体的な材料 と して ， 性別 カ テ ゴ リー
へ の 価値づ けに 注 目して きた従来の 「ジ ェ ン ダ

ー
と教育」 研究 の 知見 に新 し い 視点 を加 え よ うとす る一

つ の 試み で あ る 。

1． 問題設定

（1）　 「ジ ェ ンダーと教育」 研究 と 「性役割の 社会化」

　「ジ ェ ン ダー と教育」 研究は ， 性 もまた階級や人 種 と同様 に 差 別や 不平等の 重要 な

要因で あ る と認識され た こ とか ら始 ま っ た 。 性 要因の 問題化 を可能 に した の は ， 「セ

ク シ ズ ム 」 批判の 視点の 導入で あ っ た 。 「セ ク シ ズ ム 」 概念の ユ ニ ー ク さは ， 性差 別

や性 に よ る不平等が r「単 なる」 女性 に 対す る差別以上 の もの （Bart　1971）』 で あ る

と い う発見 の うち に あ っ た 。
つ ま り，

「セ ク シ ズ ム 」 概念 は ， 性差 別や 性 に よ る不平

等の イ デオ ロ ギ ー
的側 面，法 律 ・ 教育 。 労働 ・ 家族 な どの 制度的側 面 か ら，言語 ・ 服

装 ・マ ナーな どの 日常 的側面 に い た るまで 社会の あ らゆ る領域 に い きわ た っ た重層的
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な構造の 総体 を包摂す るもの な ので ある
（1）

。

　 こ うした視点の 導入 に よ っ て な され たの は ， 性別 カ テ ゴ リーに付 され た価値づ けを

多方面 か ら解明 しよ うとす る試み で あ っ た 。
「ジ ェ ン ダ ー と教育」 研究で は ， まず

「機会の 平等」 の
一

層の 実現 をはか るため に 高等教育 を中心 に性差別 の 実態の 実証的

解明が なされた 。 そ して ， それ に続 い て 「機会 の 平等」 と 「結果 の平等」 の 隔 た りを

埋 め るべ く問題化 され たの が ， 日常 に 浸透 して い るセ ク シ ズ ム ・イデオ ロ ギ ー
で あ っ

た 。 と くに 性に よ る不平等は ， 日常性や 自然性 に根強 い 成立基盤 を有する と考え られ

るの で ， 自明視 され て 見 え に くい 日常 の解明は重要で ある。

　 こ うした 日常を拾 い あげ るの に 有効 な理論的方法論的枠組 として，観察や イ ン タ ビ

ュ
ーを も とに ミク ロ な視点か ら考察す る，

い わ ゆ る解釈的ア プ ロ ー
チ が あ る。 ζ うし

たア プ ロ ー
チ に よ っ て 発 見され た 日 々 の 不平等生成過程 とは ， 教師

一
生徒の 相互交渉

に お い て 進行す る 「性役割の 社会化」 で あ っ た 。 海外で な され た こ の 種の 研究 （De1・

amont 　1978 ，　Hartley 　1980，　Evans　1982）は ， 教室に お け る教師の 「性i的 ス テ レ オ タ

イ ピ ン グ」
（2）

や性 に よ る差異的期待処遇 と い っ た性別 カ テ ゴ リー
へ の 価値づ けに 注

目す る こ とで ， 性 に よ っ て 異な る社会化 と選抜の メ カ ニ ズ ム を解明す る こ とに貢献 し

た 。

　以上 の よ うに 「セ ク シ ズ ム 」 批判の 視点に 立 つ 研究 は ， 性別 カ テ ゴ リー
の価値的部

分 を中心 に 成果 を蓄積 して きた 。 しか し， こ こ で 今 い ち どなさな くて はな らな い の は

「セ ク シ ズ ム 」概念の 裾野 の 広 さ を再考す る こ とで ある 。

　まず，「セ ク シ ズ ム 」 は性別 カ テ ゴ リー
へ の 直接の 価値 づ け に と どま らな い と考え

られ る。 教師の 行動は学校装置 とい う文脈 に影響 され て い る。 つ ま り， 教師の 行動は

常に 学校組織 と い う特殊な文脈の 中で 起 こ る の で あ り， ま た ， 学校生活の 特定の 場面

と直接 に 結 び つ い て もい る 。 したが っ て ， そ れ は実際に は ， 従来の 研究で 中心 とな っ

て 扱われ た固定的 な ス テ レ オ タ イ プ よ り複雑 なもの に な る場 合 もあ るの で は ない か

（W ・lpe　 l988）。 例 えば ，
厂男子に よ り注 目す る」 とい う教師 の 性別 カ テ ゴ リー

へ の

価値づ けは ， 学校組織に お け る規律 の 問題 と い う媒介要 因を へ て い るか も しれ ない

し，それが起 こ っ た特定の 場面 に 起因す るか も しれ な い
。

　また，学校に お ける 「セ ク シ ズ ム 」 を考察す る場合 ， 学校 を表 向 き支配 して い る平

等主義
（3）

を考慮す る必 要が あ る と考 え ら れ る 。 確 か に教 室 に お い て あ か ら さ ま な

「セ ク シ ズ ム 」 が観察され る こ と もあ る 。 しか し，実際 に 観察 を行 うと，性差別主義

者 た る教師 が価値的 な メ ッ セ ージ を児 童に送 る こ とで 直接 「性役割の 社会化」 を行 う

と い っ た 単純な図式 を用 い る こ と に た め ら い を覚え る 。 学校 は全 く平等で はな い の と

106

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

学校に お け る 「性役割 の 社会化」 再考

同 じよ うに ， あか らさま な差別ぼ か りで 構成 され て い る わ けで は な い
。 「現実 」 を把

握す るの に よ り重要なの は ， 「セ ク シ ズ ム 」 が 学校 に お ける表向きの 平等主義 と， あ

る ときは共存 し ， あ る ときは葛藤 し， またあ ると きは錯綜 しあ い なが ら進行させ る複

雑な 「性役割の 社会化」 の し くみ の解明で あ る 。 注目す べ きは ， r普遍主 義 を統制原

理 とす る学校に お い て さえ ， 何故に ，ま た い か に して sex −stereotyping は進 行す る

の か （森繁男1989a）』 と い う問 い なの で ある 。

　学校 に お ける 「性役割 の 社会化」 を明 らか に す るた め に は ， 以上 の こ とに 着目し て

性別 カ テ ゴ リーの 価値的部分 に と どまらな い 考察をするこ とが 必要で あ る と考 え られ

る 。

（2） 性別カ テ ゴ リーを取 り上げ る意味

　観察結果を述 べ る前 に ， 本稿で 問題にす る性別 カ テ ゴ リーの 性質や位置づ けを明ら

か に し ， これ を取 り上 げる意味を明確に して お きたい 。

　性別 カ テ ゴ リーを取 り上 げる こ とは ， 性別 カ テ ゴ リー分けを人が 日常行 わず に は い

られ ない カ テ ゴ リー分 けの
一

つ に 過 ぎな い と見 る立場 か らは愚行 と映 るか もしれ な

い 。 しか し ， 学校に お い て は と くに ， 性別カ テ ゴ リーの 意味は， ただ分ける と い うこ

とに と どま らな い 。 性別 カ テ ゴ リーは次の よ うな特殊性 を も っ て い るの で あ る 。 まず

第
…

に，性別 カ テ ゴ リ
ー

は業績原理 に支配 され て い るはずの 学校に お け る属性 カ テ ゴ

リー
で あ る 。 そ して 第二 に ， 重要 な こ とに は ， 筆者が 行 っ た観察や イ ン タ ビ ュ

ーに よ

れ ぱ ， 性別 カ テ ゴ リーは ， 属性 カ テ ゴ リー
で あ りなが ら，属性ご と に グ ル ープの 質 を

整 え よ う とす る ときだ けに 使用 され るわ けで は な い
。

つ ま り，
「違 うか ら分 け る」 と

い っ た ， 体重測定の ときの ような限 られ た場合の 使用 だ けで な く， 広 い 範囲に 用 い ら

れ る と い う特殊 な位置 に あ る 。

　 こ の 性別 カ テ ゴ リ
ー

の 特殊な位置 は ， 学校で 多用 され る カ テ ゴ リ
ーを整理 する と明

らか に なる。 結論 か ら言 えば ， 広 い 範囲 に わた る使用 と は ， すな わ ち性別 カ テ ゴ リ
ー

が ラ ン ダ ム カ テ ゴ リーが 使用 され る は ずの 場面で 多用 され て い る と い うこ とで あ る 。

観察や イ ン タ ビ ュ
ーに よる と ， 学校で 多用 され る主 な カ テ ゴ リーに は，能力別カ テ ゴ

リ
ー

， 性別 カ テ ゴ リー
， お よび ラ ン ダ ム カ テ ゴ リーが あ る。

カ テ ゴ リー とグ ル ープ の

機能的 な対応 を考え る な らぼ ，
こ の うち能力 別 カ テ ゴ リー と性別 カ テ ゴ リー

は ， 教師

が グ ル ープ分けす る と きに グル
ー プの 質 を能力や 性別 を基準に して 整え る ときに 使用

され る カテ ゴ リーで ある と考 え られ る 。 例 えば ， 泳げ る子 と泳げな い 子 を分 け る と き

教師 は ， グ ル ー プの 質 に よ っ て 指導を違え る。 また例えば
， 体重測定や高学年 に お け

る生理指導で 性別 ご と に児童 を分け る とき，教師 は性別で グ ル ープの 質を整 え る意味
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をは っ き り意識 して い る 。 それ に対 して ， ラ ン ダム カ テ ゴ リーは ， グル
ープの 質を問

わ な い
， 業績 に も属性に もか か わ らない 適当 な分 け方の と きに用 い られ る 。 た だ人 数

が 多 い か ら分 け るよ うな場合が こ れ に当 たる。

　 と こ ろが 実際に は ， 以上 の よ うなカ テ ゴ リー とグル
ー プの 機能対応に 合致 しない 場

面が観察され る
（4）

。 性別 カ テ ゴ リーは， ラ ン ダム カ テ ゴ リーが使われ る はずの ど う

分けて も い い よ うな場合 に多用 され て い るの で あ る 。 例 えば全校朝礼で は 児童 は性別

ご との 列で 並ぶ が ， 教師 の 話 を
一

方的に 聞 くだ けの こ の 場で は性別 ご とに並ぶ 必要は

な い の で ある 。 本稿で 対象 に した い の は ， こ の 場合の よ うに ラ ン ダム カ テ ゴ リーの 守

備範囲で あ るはずの 場面で 多用 され て い る性別 カ テ ゴ リーで あ る。

　さ らに付 け加えな けれ ば な らな い こ とに ， 性別 カ テ ゴ リーは， 第三 に ， それ が使用

され る過程で 価値づ け （「前 ， 後ろ」 等）され る可能性を もつ 。 とくに そ の 場面場面

に臨機応変 に対応 し て い か なけれ ば ならな い 学校生活 とい う文脈 の 中で は ， r記述的

な問題が 規範的な問題 に 変質 させ られ る可能性 （江原由美子 1988）』 は重要な意味 を

もっ て い る。

　こ の よ うに，属性カ テゴ リー
で あ る性別 カ テ ゴ リーが，本来 ラ ン ダム カ テ ゴ リーが

使われ る は ずの 場面に まで 踏み 込ん で 非常に 多用 され て い る 。 さらに言 えば ， 性別カ

テ ゴ リーは価値づ け され る可 能性 を孕ん で い る。 本稿で は ， 前項で 述 べ た こ とをふ ま

え ， こ の よ うな性別 カ テ ゴ リーを具体的な材料 と して ， そ れ が 使用 され る理由， その

使用の され 方， また他 の カ テゴ リーで は な くそれ が と りわ け選択 され る理 由な ど を明

らか に して い くこ とで ， 学校 に お け る 「性役割の 社会化」 に関す る従来 とは異 なる視

点 を提出 した い
。

2． 事例研究

（1）　研究の 対象 と方法

　本研究は ， 千葉市内の 市立 S 小学校 （児童数668，学級数19，学級担任女性 13男性

6 ）を対象に 行 っ た 。

　方法は ， 観察お よび教師 へ の イ ン タ ビ ュ
ーを中心 に行 い

， その 際 VTR お よび テ
ー

プ レ コ
ーダーを使用 し た 。 イ ン タ ビ ュ

ーは随時行 っ たが，観察期 間の 最後の
一週 間に

学級担任 19人 全 員に 質問項 目を決 め て ， 1入 に つ き15分か ら 1 時間行 っ た。 イ ン タ ビ

ュ
ーは ， 質問項 目 を以 下の 3 つ に 定め た が

 
， 自由に 話 を聞 く形 に した 。 な お ， 本

稿 に お い て は質問   お よ び  を分析 の 対象 とす る 。

　  先生 は ， こ の ク ラ ス
， あ る い は こ の 学校の 子 どもた ちを見て い ら っ し ゃ っ て ， 女
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　　 の 子 と男の 子の 違 い を感 じます か 。 感 じられ る の な ら， そ れ は どの よ うな違い で

　　 すか 。

　   で は ， その 違い は何が 原因なの だ と思 われ ますか 。

　   で は ， 先生が や っ て い ら っ しゃ る男女の グ ル ープ 分けや列は ， そ の 違 い と関係が

　　 あ るの で すか 。 女 の 子 は こ うしよ う とか 男の 子は こ うし ようとか い うの が あるか

　　 らで すか 。

　観察期間は ， 1989年 7 月か ら 9 月で あ る。 7 月に は 予備観察 と して 低学年の 生活全

般を観察 し ，
8 月に は性別 カ テ ゴ リー と い う ドメイ ン を拾 い あ げて ， 水泳の 観察 と教

師 へ の イ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。 観察の 焦点を性別カ テ ゴ リー

に 定め たた め に 9 月 に は

全学年 を ノ ン ア カ デ ミ ッ ク な科 目 （体育，音楽，道徳，家庭科）・を中心 に観察 を行 っ

た。

　観察者の 立場 と して は ， 授業お よび特別活動 に お い て は ， メ ン バ ー シ ッ プ をえ たわ

けで はな く， 基本的 に は 「邪魔 に ならな い （unobtrusive ）観察者」 を 目指 し たが ，

休 み 時間 に は 児童 と接 し ， 放課後 な どに は教師 と も接 し た
（6）

。 教師 に観察 の 目的 を

伝 え ると結果 に影響す る と考え られ た ので ， 観察 の 目的 は 「子 ど もの 意識を見る」，

「男の 子 と女の 子の 意識を見 る」 「ジ ェ ン ダー
」 な ど と伝え た

（7）
。

（2） 性別カテ ゴ リー使用の 理由

　性別 カ テゴ リーは ， なぜ使用 され るの で あろ うか 。
r性役割 の 社会化」 を理 由 とす

る もの で あろ うか 。 こ の こ とを調べ る た め に ， ひ と つ の 実験 （便宜上 「水泳実験」 と

呼ぶ ）とイ ン タ ビ ュ
ーを行 っ た 。

　「水泳実験」 は， 当た り前の 日常生活 へ ひびを入れ て 自明 性の ベ ー
ル を剥ぐ こ とで ，

ふ だん は意識 されて い ない 行為の 意味 を明 らか に し よ う とす る試み で あっ た。 具 体的

に は ， 教師が ふ だん 性別カ テ ゴ リーを多用して い た水泳指導場面 （学年 ご と）に お い

て ， 性別 カ テ ゴ リー使用を禁止 す る とい うもの で あ る
（8）

。

　実験 は ， 第 2 学年 か ら第 6 学年を対象 に行 い
，

カ リキ ュ ラ ム 上 の 理 由で 8 月以 降の

水泳が 中止に なっ た第 1 学年に つ い て は ， イ ン タ ビ ュ
ーで 補 っ た 。 実験方法 は ， まず

授業が始ま る前に ，
「今 日 は男子 と女子 を分 けず に全 く ミ ッ ク ス で 」 「男子一 1女子一

1 と い うの は ， な しで 」 と依頼 して ， 授業を観察 （VTR 使用） し ， 授業が 終 わ っ た

後 ， 性別 カ テ ゴ リーを使わ な い 指導 は どうで あ っ たか に つ い て ， 主 に 指導 を して い た

教師 に イ ン タ ビ ュ
ー した 。

　教師が 性別 カ テ ゴ リー
使用 の 理 由 と して 「性役割の 社会化」 を考 えて い るな らぼ ，

実験結果 と して 教師が 何らか の 戸惑 い や 抵抗や混乱 を見せ るこ とが予 想 され た 。 しか
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し， 実験結果は予想 に反す るもの に な っ た 。 依頼場面 に お い て 教師 は性別 カ テ ゴ リー

禁止 に無抵抗 に応 じた 。 また ， 指導場面 で も， ほ とん どす べ て の 教師 に 混乱は見られ

なか っ た 。 ただ し ， 第 4 学年の 教師 （F9 ）
（9）

が 無意識 の うち に性別 カ テ ゴ リーを

使用 しは じめ （コ ー ス ご と に 女子 と男子 を分 けは じめ ）， 筆者が それ を指摘 す る と混

乱を見せ ， 結局性別 カ テゴ リーを使用 し な い で 授業を続行する こ とが不可能に なる と

い うこ とはあ っ た 。 しか し ， イ シ タ th 　一で は こ の 第 4 学年の 教師 を含むすべ て の 教

師 が 「指 導は い つ もと変 わ らない 」 「性別カ テ ゴ リーを使用 しな くて もか まわ な い 」

と答えた 。

　こ の 結果か らは ， 教師が ど うい う理 由で 性別 カ テ ゴ リーを使用 して い るの か は定か

に は ならな い が ， 少な くと も教師が性別 カ テ ゴ リ
ー
使用の 理 由 と して 「性役割の 社会

化」 を明確に 意識 して い るわ けで は ない こ とは明 らか に な っ た 。

　性i別 カ テ ゴ リー使用の 理 由が浮か び上 が っ て く る の は ， イ ン タ ビ ュ
ーで 「い つ もと

同 じ」 と語 られ た場面で 観察され た 「い つ もと違 う」 部分に 注 目した ときで あ る 。
い

つ も と違 う部分 とは すなわち 厂念押 し」お よび 「逸脱矯正 」 で あ る 。 「念押 し」 とは ，

教師が 児童 に指示 した とお りに 行動 させ るため に ， 行動 させ る前に指示を繰 り返 し強

調す る こ とで あ る。 「逸脱矯正」 は ， 児童が指示 どお りの 行動 を しなか っ た場合 に ，

その 間違 っ た行動 を修正す るこ とで あ る 。 次の 場面は第 2 学年の指導場面で あ る。

【例 1 】

〈授業前半 〉 （教師 は性別 混合の 列 をつ くる）

　F13 ：（児童の 中に 入 っ て 列 を整頓）＝ 逸脱矯正

F3 ：（何人か 入れ か え る）＝ 逸脱矯正

F3 ：今 R は こ の並 び方で や ります よ一 1 ＝ 念押 し

F3 ： い
一

い
一 1 ちゃ ん と並び方覚 え るの よ一 1 ＝ 念押 し

　F3 ： は 一 い
， じゃ あ水ば しゃ ば し ゃ 20回 1

　　　 （前列児童 ， プー
ル サ イ ドに腰掛けて 水 ぱ し ゃ ば し ゃ を して か ら， プール の 申

　　　を歩 き始め る。 後列児童 ， す ぐ入 ろ う とす る）

　F3 ： まだ よま だ よ一 1 ＝ 逸脱矯正

く授業後半 ＞

　F3 ： （児童の 中に入 り）○○ ちゃ ん まで 一 1 （と言 っ て 12人分 け る ）

　 F3 ： 1 ， 2 ， 3
，

4 …… い 一 い ？ ＝ 念押 し

　F3 ： は い ， こ こ まで よ一
！ （と言 っ て 次の 12人 を分 け る）
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学校に お ける 「性役割 の 社会化」 再考

F3 ： 1 ， 2 ， 3 ， 4 ， 5 ，
＝ 念押 し　△ △ ち ゃ ん違 うの ？ ＝ 逸脱矯正

F3 ： はい ，残 り 5 人 ね 。

F3 ： は い
，

い くよ一 1

　 こ の 授業で は ， 教師は性i別 カ テゴ リー使用 を避 け るため に ， 授業が 始ま る前 に性別

混合の 列を作 り， そ の 後何回か 念押 し を行 っ た 。 ま た授業後半に お い て は ， 児童の 肩

に手 をお い た り児童 を指さ した り， 番号を数えて 念押 し を し た りして 児童 を指導 して

い る 。

　 こ の 場面で 見 られ た 「念押 し」 は性別 カ テゴ リー
に基 づ く列 お よび グ ル

ープが 使用

され て い た ときに は観察 され なか っ た事柄で ある 。 また，「逸脱矯正 」 もふ だ ん よ り

目立 っ て 行われ て い る。 こ れ ら は ， ふ だん は 「男子一 1女子一 1」 と い っ た性別 カ テ

ゴ リーが果た して い た機能を ， そ れが禁止 され た ときに補 うもの と して 現れ たの だ と

考 え る こ とがで きる。 「ま だ よまだ よ一 1」 と い う 「逸脱矯正」 も， 「女子， 男子」 と

い っ た呼称が禁止 され たため に発 しなけれ ばならな くなっ た言葉で あ ろ う 。 また ， 先

に述 べ た第 4 学年の 教師の 混乱は ， 性別 カ テ ゴ リー
の ふ だん の機能を こ の よ うな他 の

こ とで 臨機応変に補 え なか っ たた め に 起 こ っ た こ とで あ る と考え られ る の で あ る。

　で は ， 性別 カ テ ゴ リーがふ だん実際果 た し て い た機能 とは 何 なの か 。 それ に つ い て

は ， 教師 に よ っ て イ ン タ ビ ュ
ーで 説明 され た。 教師 へ の イ ン タ ビ ュ

ー
で は ， 性別カ テ

ゴ リー使用の 理 由は ，
「掌握 しやす い 」 「指導しや す い 」 こ とで あ る と答 え た教師 が

19人中13人に上 っ た
（10）

。 また ， 性別カ テ ゴ リー使用の 理 由が 「性役割の 社会化」 で

はな い と い うこ と も， 下線部の よ うに 19人 中15人 の 教師に よ っ て 言明 され た 。 教師の

語 っ た言葉を見て み よ う。 なお ， これ らの 答 えは質問  に対す る もの で あ る 。

「ん ， そ うい うの じゃ なくて （「性役割 の 社会化」 で は な く ＝ 筆者注）， す ぐこ う把

握で きるで し ょ う。 そ うい うこ とで 分けて て ， 別 に男女差……
性別で 分 けて るの は

教師の 把握 が しやす い か ら」 （F6 ）

「出席 とか 欠席 とか 確認す る ときで も ， 何か 災害が あ っ た ときで も， 男の 子女の 子

っ て ほ うが数が数えやす い よね 」 （M5 ）
’
「理由 と して は ， や は りまず ， 男の 子 が ぱ っ と並 ん で

， あ ，
こ っ ち側 に は女の 子が

い るん だな っ て い うの は ， ま ず見やす い 」 （F7 ）

「は い
， 何組 の 女や る

一 1何組 の 男や る一 ！っ て 言 う方が分 けや すい し， よ その 組

で も分 けや す い ん だ よ ね 。 自分の ク ラ ス 指導す る ときは何班 の 人 や りなさい っ て で
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きる けど， 学年全体で 見 る ときは ， 何組 の 何 っ て 言 う方が分 けやす い ん だ よね」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M2 ）

「男女の 違 い っ て い うよ り， 低学年で は 自分た ちが 並ぶ っ て い っ た ときに並 べ ない

ん だ よね 。 男の 子女の 子 っ て こ とが あ る と分 か るで し ょ う。 ど こ に行 けば い い か 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fl3 ）

「（男女混合で も）お か し くな い けどね 。 た だ人 数が 多 い か らね 。 分 け る ときに 真

っ 二 つ に分 けに くい ん じ ゃ ない か と思 っ て ね」 （M5 ）

　教師 は性別カ テ ゴ リーを使用す る と，
「指導 しやす く」， 「把握 しやす く」 「生徒が見

や す く」， よその ク ラ ス で も低学年で も人数 が多 くて も 厂分けやす い 」 と説明 して い

る 。 つ ま り， 大部分の 教師 は ， 性別 カ テ ゴ リー使用 の 理 由 と して ，
「操作上 ， 統制上」

の 便宜 を表明 して い たの で あ る 。

　要す る に ， イ ン タ ビ ュ
ーに お い て 教師は 性別カ テ ゴ リー

の 機能的な部分 を利用 して

い る と説明 し，
「水泳実験」 か らは，指導場面 にお い て 性i別カ テ ゴ リ

ー
が 実際 そ うい

う役割 を果た して い るこ とが明 らかに な っ た。

　本稿で は こ の よ うに 「操作上 ， 統制上 」 の 便宜が理 由で あ る と説明 され ， 実際そ の

機能 を果 た して い る性別 カ テ ゴ リー
の 分析 を進め るが ，

こ こ で 付記 して お か なけれ ば

な らな い の は， 性別カ テ ゴ リー使用 の 理 由として 「性役割の 社会化」 を挙 げた残 りの

4 人 の 教師 （F1 ，　 F7
，　 M4

，　 M6 ）の 存在で あ る 。 彼 らは ， 「男女別 の 基準 ， 男

女別の 社会化が 必要で ある （F7 ）」， ある い は 「何 もか も男女
一

緒 に す る と中性化す

る危険性が あ る （F1 ）」，厂近年低年齢化 して い る性非行の 原因 に なる （M 　4 ）」 こ と

などを挙 げて 性別 カ テ ゴ リーを使用す る理 由を語 っ た 。 彼 らに と っ て 性別 カ テ ゴ リー

は ，
「性別 カ テ ゴ リーで あ るが ゆえ に 」 意味を もっ て 使用 され て い る 。 つ ま り， 彼 ら

に とっ て 重要 なの は ， 従来の 研究で 明 らか に された よ うな性別カ テ ゴ リーの 価題的な

部分で あ っ た 。

（3） ス トラテ ジ ーと して の性別 力テ ゴ リ
ー

　厂水泳実験 」 お よびイ ン タ ビ ュ
ーで ，性別 カ テ ゴ リーは 「性役割 の 社会 化」 を理 由

とす る もの で は な く，「操作上 ， 統制上 」 の 手段 と し て 使用 され て い る こ とが 明 らか

に な っ た 。 で は ， その 「操作的 に 利用 され る性別 カ テ ゴ リー
」 とは

一
体 ど うい うこ と

なの で あ ろ うか 。

　結論か ら先 に言 え ぱ ， 性別 カ テ ゴ リーは ス トラ テ ジー
， つ ま り，，ス ム ーズ に 活動が

行 え る よ うに
， 児童の 行動 をパ タ ン 化す る手段の

一
つ で ある と考え られ る（H ＞

。
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　小学校教師 は ，
い ろ い ろな こ とを しで か す大人 数の 児童を抱 えて そ の 生活全般を受

け もちなが ら ， と もか くも知識の伝達 とい っ た職務 を遂行 しなけれ ば なら な い 立場 に

立 た されて い る。 また ， 教師は学級内の み な らず学級 の 外で も非常 に多 くの 仕事を抱

え， さらに そ こ に 各種 の行事が 重 なっ て ゆ く。 つ ま り，学校組織は ，
「生徒が きわ め

て 従順で な い 限 り教室 はた ち まち混乱に陥 る （Cummings 　1980）」 が ， その 混乱 を収

拾す るに は教師 の 力 は さ ま ざまな仕事に 引 き裂 か れ過 ぎて い る ， とい う危機的状況 を

作 り出 して い る と言え る 。 こ うい う危機的状況 に 立 たされ て い る教師に と っ て は ， 学

級内に混乱 を起 こ さな い で ス ム ーズ に活動が行え る よ うな整然 と した児童 の 行動パ タ

ン 作 りの 手段 ， つ ま りス トラテ ジ ーが必須 の こ と となる 。

　筆者が 行 っ た観察で も ， 朝の 会 か ら帰 りの 会 に い た るまで の 生活全般 に 教師の そ う

した ス トラ テ ジーが観察 され た。 教師 た ちは ， 「大 きな溜息」 「突 然の 長 い 沈黙 」 「狂

っ た よ うに 突然 どな っ て み せ る こ と」 と い っ たそ れ ぞ れ特有の 手段 を無意識 に会得

し ， 行使 して い た 。 教師は そ うした潜在 的手段か ら顕在的 な手段 に い た る さま ざま な

手段 を講 じて 児童の 行動をパ タ ン 化 し， 児童が それ に適応す る こ とで 活動が ス ム ーズ

に 行わ れ た
（12）

。 ま た， ス トラ テ ジ ー使用 に関 して は 教師 自身 イ ン タ ビ ュ
ーで よ く

「学級経営 」「学級の 落 ち着 き」 を理由 と して 語 っ て い た
（13）

。

　性別 カ テ ゴ リー使用 は ， 仕事の 分担， 性別対抗の 計算競争や忘れ物調 べ な ど ，
い ろ

い ろ な場面で ス トラテ ジー
に な り得て い る。 しか し， 性別カ テ ゴ リー

は ス トラ テ ジー

の 中で も， 顕在的 な手段 と して よ り多用 され て い る こ とが 観察 され た 。 教師 は ， 学級

内 に お い て は ， 言葉 の トー
ン や溜息な どの 微妙 な潜在的手段で 周到 な秩序を確立す る

こ とが 可能で あ る 。 それ に 対 し て
， 学級で は な く， よ り統制 しに くい 大 きな匿名の 集

団 に な る と ， 学級で 機能 し て い た微妙 な潜在的手段 は通用 し に く い
。

こ の よ うな場合

に は教師 の ス トラ テ ジ ー
は命令に 近 い 非常 に顕在的な手 段で 行 われ る。 性別 カ テ ゴ リ

ーは， イ ン タ ビ ュ
ー

で 「よ そ の ク ラ ス で も指導 しやす い 」 と語 られ たよ うに ， 匿名の

集団に も即効力 を もつ 顕在的 な手段 に な りえ て い る。 次 の 例 は 第 4 学年の 一 ク ラ ス の

体育の授業で あ る 。

【例 2 】

　　 F10 ：（新 し い 性別ご との 列 を作 っ た後で ） じ ゃ あね え
， み ん な鉄棒を一

回 ま

　　　　　 わ っ て また お ん な じ列作 っ て ご らん 。

児童全員 ： （校庭の 端 にあ る鉄棒 を一
回ま わ っ て 元 の 位置に 戻 り同 じ列 を作 る）

　　 F10 ： じゃ あ ， 今度 は登 り棒 を一
度登 っ て またお ん な じ列 1
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児童全員 ：（校庭の もう一方の 端にある登 り棒を登 っ て またお ん なじ列 を作 る）

　こ の 場面で は教師は男女の 列 と い う性別 カ テ ゴ リーを も とに 児童の 行動をパ タ ン 化

しよ うと して い る 。
こ の よ うに 教師は 「女 ， 男」 と い うこ とを合図 に し た顕在的 ス ト

ラ テ ジー
と し て 性別カ テ ゴ リーを使用 して い るの で ある

（14）
。

｛4） 性別 カテ ゴ リ
ー

が と りわ け選択される理由

　前項で は ， 性別 カ テ ゴ リ
ー

は顕在的な ス トラテ ジー として 多用され て い る こ とを明

らか に した。
で は ， なぜ

， 他の カ テ ゴ リーで は な くと りわ け性別 カ テ ゴ リーが選択さ

れ る の で あろ うか 。

　 こ の 疑問 に対す る 回答の
一

つ に は ， 児童が性別 カ テ ゴ リーを利用可能 な 日常知識

（Schutz　 1973）（＝ 「資源」 森繁男 1989a）お よび ス テ レ オ タイ プ と して 入学時 に既 に

薔えて お り， 教師 が そ れ を利用 しやす い こ とが挙げ られ る 。 二 つ 目は，多 くの 教師が

一
方で 「性別ご とで はな く個入個人をみ る」 「性別 に か か わ らず処遇す る」 と表明す

るに もか か わ らず ， もう
一

方で は 性別 ご との類型化 を行っ て い るため に ， 性別 カ テゴ

リーを 「自然」 なもの と し て 受け入れ て しま っ て い るため で あ る と考 え られ る。

　まず回答の
一

つ 目は ， 観察 か ら明 らか に な っ た 。 児童は入学時に 既 に 性別 カ テ ゴ リ

ーを利用可能な 日常知識お よび ス テ レ オ タ イ プ と して 蓄えて い る。 次 に挙げ るの は第

1学年の 図工 の授業で あ る 。 こ の 時間に は ク ラ ス 全員が ， 教卓の 前に座 っ て モ デル に

なっ た 筆者の 絵 を画 い た 。

【例 3 】

A （男子）： 男 しか うま く画 けな
一

い
。

B （女子）；先生 （筆者の こ と，ズ ボ ン 着用 ）， ど う して ス カ
ー

トは か ない の お ？

C （女子）： ね え ， 先生 それ チ ャ ッ クが あ るか ら男用 じ e な い の お ？

　　 筆者 ： どお れ ？

D （男子）：男画 い ち ゃ うよ一
。

E （男子）： お か ま画 い ち ゃ うよ一
。

F （男子）： あ ， お か まだ 。

児童複数 ： お か ま 。

　筆者が行 っ た観察に よ る と
， 児童は 「女 ， 男」 と い う言葉に 敏感 に反応 し て 却 り，

教室の 中 に性 に ま つ わ る こ とを き っ か け に 笑 い が起 こ る場面 も多 く観察 され た 。 上記
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の 場面で は ， 児童は 自らが もつ ス テ レ オ タ イ プか ら 「逸脱」 した現象 に対 して 「お か

ま」 と い う言葉を用 い て 敏感 に 反応 し， 厂お か ま」 とい う レ ッ テ ル を貼 る こ とで か ら

か い や笑 い の種 とす る と い うサ ン ク シ ョ ン を与えて い る。 児童の 中に は何 が女 と して

男 と して 「自然」 か に つ い て 暗黙 の 了解が成立 して お り， 児童 は 自ら セ ク シ ズム を示

して い る。

　こ う した児童の セ ク シ ズ ム は ， 教師 に と っ て は容易 に利用可能で あ る 。 児童が 性別

カ テ ゴ リー
に敏感 に反応す る とすれ ば ， 性別 カ テ ゴ リーは 「条件付 け」 の 手間が 省け

る分 ス トラ テ ジー
と して よ り即効力 を もつ こ とに なる 。 そ して ， 教師 は次 の よ うに児

童の 側の 知識に 性別 カ テ ゴ リー
使用の 理由を求 め ， それ を利用 して い るの で あ る。

厂低 学年で は 自分 た ちで 並ぶ っ て い っ た ときに 並 べ な い ん だ よね 。 男の 子女の 子 っ

て い うと分か る で し ょ う， どこ に 行 けば い い か 」 （F13 ）

「体育なん かで も男女 2 人組で 運動 し ろ っ て 言 っ た ときに並 べ な い ん だ よね 。 や ら

ない の を何で や らな い ん だ っ て 怒 るよ りも最初か ら男ど うし女 ど うし分 けたほ うが

い い 。 運動すれ ば い い ん だか らさ」 （M2 ）

　そ し て ， 回答の 二 つ 目は， 利用す る側 の教師 に ある 。 こ れ は教師 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

か ら明 らか に な っ た 。 こ こ で 分析す るイ ン タ ビ ュ
ー項 目は，質問  で あ る。

　こ の 質問の 直後 に 「（性 に よる違 い が ）ある」 と言 い 切 っ た教師 は 19人 申 8 人 い た

が ， それ に対 して ，
「何の 差で すか 」 と聞 き返 して 考え こ ん だ り， 「性差は あ るけ ど個

人差 だか ら」 とか 「学年や ク ラ ス に よ っ て 違 う」 と断 りを つ けた教師 は 5 人 ，
「性差

は な い 」 「意識 して い な い 」 とか ，
「全 く個人差で ある べ きだ」 と主 張 した教師が 6 人

い た 。 質問の 直後か らは ， 明確 な性別 ご と の 枠組 をもつ 教師 よ りも ， む し ろそ れ をふ

だ ん は意識 して い な い
， あ る い は さらに 積極的に 「性に よ る平等」 を主張 して 性に よ

る差異的処 遇 を否定す る教師の 方が多い こ とが分か る 。 多 くの 教師 に は ， 実際ttど う

行動 して い るか は と もか くも， 「性別で は な く個人個人 を見 る」 「性別に よ らず同一処

遇す る」 こ とを表明す る態度が 浸透 して い る 。 先に も述 ぺ た が ，
「性役割の 社会化」

を主張す る教師 は 少数派 で あ る 。 また ， 教室で の 観察 お よびイ ン タ ビ ュ
ー に よれば ，

多 くの 教師 は 「きちん と把握 して 連れ て か な くちゃ い けな い と きに は男女別 で 区別す

るの が い ちばん て っ と りぱや い 」 が 「理想 と して は男女混合の グ ル ー プが い い 」 とい

うふ うに ， 性別混合グ ル
ープを支持 して お り，実際，学級 に お い て は性 別混合の 班 が

活 動の 主 な単位の
一

つ とな っ て い た。
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　 しか し， そ れ に もか か わらず ， イ ン タ ビ ュ
ーが進む うちに性差を否定 した教師 を含

む 18人 （F2 以外全員）が性別の 類型 を語 っ た 。
つ ま り， 教師 は性i別 ご とに ま とめ て

認知 し， 類型を行 う枠組 を表明 した 。 教師が語 っ た内容を見て み よ う
（15）

。

く し っ か りして い る （＝ 女子）
一

だ ら しな い （＝ 男子）（以下 同表記 ）〉 （6 例 ： F

3
，

F8 ，　 F9 ，
　 F13

，
　 M2

，
　 M5 ）

　 「女子 は ね ， 生活習慣 が し っ か りで きて る 。 忘れ物調 べ して も机の 中検査 して も

　ね」 （F8 ）

　 「仕事 なん か は女子の 方が て きぱき早 い 」 （F13 ）

　 「女 の 子の 方が 気が きい て ん の か な。 女の 子の 方が 話が分か る」 （F3 ）

〈扱 い に くい
一接 しやす い 〉 （5 例 ： F6 ，

　 F10 ，
　 F13

，
　 M2 ，

　 M6 ）

　 「男の 子の 方が さ っ ぱ りして るね 。 怒 っ て も， 何 して も。 女の 子は怒 るの が 難 し

　い 。 男の 子は怒 っ て も， ほ っ ぼ っ とい て も， またす ぐふ ざけた りで きるけ ど，女の

　子 は内 に こ もる しね 。 怒 っ て も後味悪 い の よね 。 め そ め そ泣 い た り。 全体的 に男の

　子 の 方がか らか い が い が あ る し， お もしろい よね」 （F10 ）

〈お となし い
一

乱暴〉 （4 例 ： F3
，
　 F5

，
　 Flo

，
　 Ml ）

　 「うちは と くに 女の 子が お と なし い の よ 。 発表は し な い し， さされ て も声が小 さ い

　しす っ こ い お とな しい の 」 （F10 ）

　 「女の 子の 方が 穏や か かな 。 手が か か る子 も中に は い るけ ど女 の 子 の 方が楽 だね 。

　言 えば分か る か ら。 男の子 は話すよ りさせ な きゃ 。
い つ も F ラ ブ ル が絶え ない ね 。

　舌し暴」 （F3 ）

〈消極的
一

積極的 〉 （3例 ； F7 ，
　 F　9 ，

　 M 　1 ）

　 「水泳 とか もそ うなん だ けど，新 し い 種 目 とか 新 しい もの を教 え る と きにや っ ぱ り

　ど っ ちか っ て い う と女子の 方が し り込 み をす る子が 多 い っ て い うの は ある ね 」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（M1 ）
（16）

　 「女の 子は わか っ て て も手あげらん な い 。 や っ ぱ り引 っ 込 み思案 な と こ ろがあ る」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（F9 ）

〈 他人 の 目 を気 に す る一 何を言 われ て もサ ッ パ リ し て い る 〉 （2 例 ： M2 ，　 M 　5 ）

　 「男の 子 の 方が 単純で す よね 。 女 の 子は 先生 が こ うし て ほ しい とか 読ん だ り， 叱 ら

　れ な い よ うに 叱 られ な い よ うに っ て 意識 は強 い で す よ 。 男の 子 は 自分が い い こ とや

　 っ て るか悪 い こ とや っ て るか意識 あん ま りな い ね」 （M5 ）
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　 教師が 説明 した内容を見て み る と， 18人中 2 人 （F4 ，
　 F　11）が 体力差 と い う類型

の み を挙げて い るが ， 残 りの 16人 の 教師は ， そ の 他 の 性別 の 類型 を提示 した 。 内容 は

そ れ ぞれ の 教師 な りに さま ざまで あ っ た 。 「女子は 好 き嫌い が は っ き りして い る （F

，13）」 「男子は リズ ム に乗 るの が下 手 （F3 ）」 と い っ た 1 人 の 教師 の み に よ っ て 言及

され た類型 もあ っ た 。 また ， 類型 を語 りなが らも ク ラス や学年 に よ っ て 違 うとこ とわ

りなが ら語る教師もい た 。 しか しと もか くも教師は 性別ご との 類型 を示 し ， そ こで 示

され た内容は，上 に 挙げた よ うに社会 に お け る性 の ス テ レ オ タ イ プか らさほ ど外れ て

い な い とこ ろ に集中 し て い た 。

　 以 上 の 分析結果 か ら ， 教師は一方で 「性別 よ り個入 個入」「性 に よ ら ぬ 同
一

処遇 」

を表明 し て い なが ら， も う一
方で 性別ご との類型化を行っ て い るため に ， 性別 カ テ ゴ

リーを 「自然」 な もの と して 受 け入れて しま っ て い る こ とが分か る。 こ の こ とが ， 大

部分の 教師が 性別 カ テ ゴ リーを疑問を感 じず に ラ ン ダ ム カ テ ゴ リー とし て 使用す る理

由 となっ て い るの で あ る 。 つ ま り， 教師の 性別類型化は ， 機能的 な性別 カ テ ゴ リーを

　「自然」 な もの と して 受 け入れ る基盤 とな り，教師は 学校 に お い て 性別 カ テ ゴ リーが

もっ 意味 を疑問視す るまで に至 ら ない と考え られ る の で ある 。 重要なの は ， 多 くの 教

師は 自分た ちが 「性別 よ り個 人個人 」「性 に よ らぬ 同
一

処 遇 」 を行 っ て い る と理 解 し

て い るこ とで あ る 。 教師の 理解に お い て は ， 自らの 行動 は学校 にお け る表 向きの 平等

主 義 とたが うこ とは ない 。 しか し ， こ の イ ン タ ビ ュ
ーか らは ， 教師 の 中で 平等主義 と

セ ク シ ズ ム が共存し錯綜 して い る こ とが分か るの で あ る 。

3． 結論 ：結果 と して の 「性役割の 社会化」

　以 上で
， 性別 カ テ ゴ リー

使用の 理由 ， そ の 用 い られ方，お よびそ れ が と りわ け選択

され る理 由が 明 ら か に な っ た 。 性別 カ テ ゴ リーは 「性役割 の 社会化」 を理 由 とし て 使

用 され るの で は な く， 操作的 な利用 を理 由 と して 使用 され て お り， ま た実 際教師 に よ

っ て 顕在的 な ス トラテ ジー とし て 利用 され て い た 。 また， 性別 カ テ ゴ リー
が と りわ け

選 ぼれ る の は ， 第一に
， 児童 が既 に 容易 に 利用可熊な 日常知識お よび ス テ レ オ タ イ プ

として 性別 カ テ ゴ リーを蓄えて い る ため で あ る こ とで あ ると考え られ た 。 そ して 第二

に ， 教師が一方で 「性別 よ り個人 個人 」 「性 に よ らぬ 同
一

処 遇」 な ど と表 明す る に も

か か わ らず ， も う一
方で 性別類型化 を行 づ て い るため に ， 性別 カ テ ゴ リーを 厂自然」

な もの と して 受 け入 れや す くな っ て い る ため で あ る こ と も明 らか に な っ た 。

　つ ま り， 大部分 の 教師 の側 か らす れ ば ， 性別 カ テ ゴ リー
に は 「性役割の 社会化」以

外 の 理 由が あ り， それ は その 理 由に適合す る か ら， す なわ ち操作 ・統 制の ため に使用
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しやす い か ら受け入れ られ て い るに 過ぎなか っ た 。 こ の 場合，教師の 側は従来の 研究

が描 い た よ うに価値的 なメ ッ セ ージを直接児童に 送 っ て い る わけで はな い
。 教師 は性

別カ テ ゴ リーの 機能的な部分を利用 して い るの で あ る。 言 っ て み れば ， 学校組織に規

制 され る教師 と多数の 児童が相互交渉を行 う， 学校 と い う特殊な場に お ける統制の 問

題が ， 性別 カ テ ゴ リーに結びつ い た に 過ぎ ない 。

　 しか し， 児童の 側に 立 っ て み れ ば ， 頻繁な性別カ テ ゴ リー
分け と い う教師の 行為 は

「操作 ・ 統制の 手段」 だ と受 け取 られ ると は限 らな い
。 問題設定で 述 べ たよ うな性質

をもっ て い る性別 カ テ ゴ リーが児童 に と っ て 重要 な世界で あ る学校で 多用 され る と

き， 教師の 性別 カ テ ゴ リー使用 は ， 既 に セ ク シ ズム を もっ て い る児童に とっ て は まぎ

れ もな い 「社会的 リア リテ ィ 」 とな る 。 教師 が どの よ うな理 由か ら性別 カ テ ゴ リーを

受 け入れ るに しろ ， 教師一
児童の 相互交渉が成立す る とき，児童が 自らの もつ セ ク シ

ズ ム を強化 され る こ とが 考 え られ る 。 教師の 行為は ， 結果 として 「性役割の 社会化」

を もた らす意味 をもつ と考 え られ るの で あ る 。

　実際に
， 性i別 カ テ ゴ リー に 慣れ た児童は教師 が何 も言わ な くて も自分か ら男子が

前，女子が後 ろに 別 々 に並ぶ よ うに なる こ とが観察 され た 。 イ ン タ ビ ュ
ーに よれ ば，

結果 として の 「性役割の社会化」 は ， 教師 に よ っ て 次の よ うに 語られ て い る 。

「男子 は こ うだ ， 女子は こ うだ ， よ くぼ くらは 言 い ます よね 。 男子は優れ て るけ ど

女 子は こ うだ とか ， 女子は優 れ て るけ ど男子 は こ うだ とか 。 は い ，男子 は こ れや る

け ど女子は こ うしな さ い
， とか 。

・い ろん な シ ー ン の 中で 男女を使 い 分 けて 指示す る

こ と， あ ります よね 。 男女 を使 い 分けて指示する必要の ある ときもあ るん だ けど，

不必要 に そ うい う指示 をす る と常 に子 ど もた ちの 問で 男 と女は 違 うん だ ， 常 に男 と

女 は違 う単位で 行動す る， み た い な意識に な っ て くるか ら。 （中略 ）全校朝礼 の 時

も 2列 に して っ て 言 うと男子女子 っ て 並びます よね 。 体育館に 行 っ て も男子女子 。

何 も言わ な くて も子 ど もは男子 ， 女子 っ て 並 びます よね 。 そ れ は学校が作 り出 した

もの だ と思 うQ 」 （Ml ）

　 こ こ で 教師 は，性別 カ テ ゴ リー
の もたらす，結果 と して の 匚性役割 の 社会化」 を意

識 し て い る 。 教師の 中 に は ， 性 別 カ テ ゴ リーをつ い 使用 して しま う自己 を対象化 し て

反 省を加 え る もの もい た し ， さ らに は性別 カテ ゴ リーを使わず に ラ ン ダ ム カ テ ゴ リー

を使用 しよ う と努力す る教師 も い た
（17）

。 こ う した努力 を始め るな らば，教師の 中で

平等主 義 とセ ク シ ズ ム は葛藤を始 め るこ とに なろ う。 しか し， 多 くの 教師 に と っ て み
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れ ば，性別 カ テ ゴ リー使用 はあ くまで も機能的な利用で あ る 。 教師に と っ て 性別 カ テ

ゴ リーが 「自然」 なカ テ ゴ リーで あ る な らなお さ ら， 結果 と し て の 「性 役割 の 社会

化」 に 結 びつ けて そ れ を疑問視す る こ とは難 し い
。 「性役割 の 社会化」 の メ カ ニ ズ ム

は ， よ り複雑で 見え に くい もの に な っ て い るの で ある 。

　以上 に述 べ られ たの は ， 教師の 機能的な性 別カ テ ゴ リー
使用 に よ る ， 結果 と して の

「性役割 の 社会化」 で ある 。 そ れ は ， 学校組織， 学校生活 と い っ た文脈 にお け る統制

上 の 問題 を介 し， 平等主義 とセ ク シ ズ ム の共 存 ， 錯綜 の 中で 進行す る
一

つ の 厂性役割

の 社会化」 で ある。 こ こ に お い て
， 教師が価値的に行 う 「性役割の 社会化」 と い う図

式 とは明 らか に性質を異に した，結果 として の 「性役割の 社会化」が 明 らか で ある 。

〈注〉

｛1） 「セ ク シ ズ ム 」概念 に つ い て は以 下 を参照 した 。

　女性i社会学研究会　1981， r女性社会学 をめ ざして 』垣 内出版 ， 5 − 7 頁 。

　井上 　俊　1984， 「性」北川隆吉監修 r現代社会学辞典』有信堂 ， 173− 174頁 。

　天野正子　1988，
「r性 と教育』研究の 現代的課題

一
か くされ た r領域』 の 持続」

　　　　　　 r社会学評論』 155号，269頁 。

（2） 個人 が 自分の 性別に ふ さわ し く行動 した り考えた りしな くて はな らな い と考 える

　 よ う社会化 され る プ ロ セ ス
。

　 Deem
，
　 Rosernary　1978

，
　 Women 　 and 　Schooling

，
　 Routledge ＆ Kegan 　 Paul．

｛3） 学校は ， 労働 ・ 政治 ・ 家庭な ど他 の 領域 に 比 べ れ ば，平等主 義 （普遍主義）の 原

　則 は表 向き守 られ て い る 。 学校で は業績主義 が 旨 とされ て い る し ，
「機会 の 平等」

　 は短大や 別学の 問題 を除 けば ほ ぼ達成 さ れ て い る 。 ま た ，
2．で 述 べ る が ， 教師 の 側

　 も多 くは ， 自 らの行動が学校 の 表向 きの 平等主義 と違 うこ とは ない と解釈 し て い る。

（4｝ カ テ ゴ リー とグ ル
ー プの 機能対応に 合致 しな い もうr つ の 場面 と して は ， 性別カ

　テ ゴ リー と能力別 カ テゴ リー との 同一視 ・ 混同が観察され た 。 性別 カ テ ゴ リー と能

　力 別 カ テ ゴ リーが 重 ならない に もか か わ らず性別カ テ ゴ リーが能力 別 カ テ ゴ リー と

　 して 使用 され て しま うこ とは重要な問題で あ る 。

（5） 質問  お よび   は ，
Hartley論文 に基づ い て 行 っ た もの で あ る 。

（6） これ に 対 し， 3 つ の 幼児学校で 周到 な観察を行 っ たKing は，「邪魔 され な い で 観

　察 メモ を取 るため に 」， そ して 「教師 と子 ど もた ち それ ぞれ に どん な好奇心 を も与

　え な い ため」 に ， 子 どもたちか ら距離をお くよ うに 努力 した と い う 。 しか し，本観

察 で は 児童 と接す る こ とで 児童 の 観察が で き， さ らに そ の 結果 と し て 教師 へ の イ ン
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　 タ ビ ュ
ーが や りやす くな っ た こ とは確iかで あ っ た 。

　King，　 Ronald　 1978， 森楙 。 大塚忠剛監訳 ll幼児教育の 理想 と現実
一

学級社会の

　　　　　　
“
新

”

教育社会学』北大路書房 ， 1984。

（7） Wolpe は ， ジ ェ ン ダー
の 調査で 学校 を観察した とき， 校長や教師 に調査の 目的 は

　 「学校の 発達過程 をみ る」 こ とで あ る と述 べ た と い う。 ジ ェ ン ダーに関す る観察の

　場合 とくに ， 目的 を伝 え る と結果が変わ る こ とが予想 され た り教師 に 抵抗され た り

　す る ため に ， 目的を伝え る こ とが 難 しい 。 しか し， こ の こ とは研究の フ ィ
ー ドバ ッ

　 ク を困難に す る 。 こ の 矛盾は研究者の 倫理 に もか か わ る重要 な課題で あ る 。

（8） 性別 カ テ ゴ リーは ， 水泳指導場面を含む様 々 な場面で 多用 されて い た 。 様 々 な場

　面 に お け る列や グ ル
ー プ分 けの 単位で あ るの は もちろん の こ と ， 「男子 うる さい 1」

　 「女子は 見学 が 多 い 」 とい っ た性別 カ テ ゴ リ
ー

に よ る認知や ， 音楽の 時間の合唱の

　練習で 部分的に 歌詞を性別で 割 り振 っ た り （「海へ 」 の 部分 は女子 ， 厂山 へ 」 の 部分

　は男子な ど），運動会の 遊戯で 女子 と男子に違 う振付 けをす る と い っ た性別 カ テ ゴ

　 リーに よ る行動規制が そ の 例で あ る 。

（9｝ 本稿で は教師 をアイ デ ン テ ィ フ ァ イす る ため もあ り女性教師は F ， 男性教師 は M

　で 表 し， それ ぞれ に 年齢が 上 の 者か ら若 い 番号をふ る こ と とす る。

働　性別 カ テ ゴ リー
使用 に は ， こ れ以外 に も 「慣習 （5 人 ： F4

，
　 F　11，

　 M 　2
，
　 M

　 3 ，
M5 ）」，

「名簿が そ うな っ て い るか ら （4 人 ： F2
，
　 F　11，

　 M 　1，　 M 　5 ）」，厂体

　重測定や組体操 の と き困 るか ら （3 人 ： F1
，
　 F　11，

　 M 　6 ）」 な どの 理 由が 挙 げ ら

　れ た。 なお ，
「体重測定」 とい う理 由に関 し て は ， 問題設定で 行 っ た カ テ ゴ リ

ー
整

　理 に 照 らせ ぱ， ラ ン ダ ム カ テ …
ゴ リーと して 使用され る性別 カ テ ゴ リ

ー
の 説明に はな

　 っ て い ない こ とが 分か る。

（1D　ス トラテ ジーは Woods に よれ ば ， 厂比 較的大 きい
， 比 較的長 い ス パ ン の 目標 の 達

　成 の た め に ， 互 い に 論理的関係 を保 ち つ つ 選択 され ， 維持 され た特別な，繰 り返 し

　行 われ る行動の パ タ ン 」 と定義 され る。 Woods は ス トラ テ ジ ーの 中で もと くに教師

　の ア イデ ン テ ィ テ ィ を維持 し危機か ら守 るため の サ バ イバ ル ス トラ テ ジー
に 焦点 を

　当て て い る 。 ス トラ テ ジー
研究は ， 教師の 行為は教授 目的に対 して 合理 的に 構成 さ

　れ た もの で は な く， 構造的制約や ジ レ ン マ を回避す るよ うに状況 に うま く対処 した

　 り秩序維持に む け られ る もの で ある こ とを指摘 した 。

　稲垣 恭子　1985，「教室 に お け る相互作用
一

ク ラ ス ル ー ム の 社会学 ，
2．教師 と生徒

　　　　　　の 交渉 とス トラ テ ジー
」 柴野昌山編 r教育社会学 を学ぶ 入 の た め に』世

　　　　　　界思想社， 147− 154頁。
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　稲垣恭子　 1990，
「教育社会学 に お け る解釈的ア プ ロ ーチの 新 たな可能性」 r教育社

　　　　　 会学研究』 第47集，
66−75頁 。

　山本雄二 　 1985
，

「〈 状況的 ジ レ ン マ 〉 と教師の適応モ デ ル 」 r京都大学教育学部紀

　　　　　 要』 31集， 229−239頁 Q

　 Woods ，　Peter （ed ．） 1980
，
　 Teacher　Strategr

’
es ，

　CroQm　Helm ．

  　【第 1 学年算数】

　  ＝ 一定 の や り方 に 基 づ く号令 。   ＝ 児童 の 行動の パ タ ン 化 。   ＝ 児童の 適応 。

　 　　 F2 ： 今 日は ど うしち ゃ っ た の ？日直 さん ， 号令お 願 い します。

　 　　 H 直 ： （教卓の 前 rc出て ）気 をつ け一 1 

　児童全 員 ： は 一い 1  （静か に な る  ）

　　　日直 ： こ れ か ら一時問目の お勉強を…… 

　　　 F2 ：（日直の 位 置が 違 っ て い る の で ）あ ら ，
こ ん な と こ で ご挨拶 し た っ け ？

　　　　　   どうしち ゃ っ たの ？

　児童全員 ： い
一

っ 1 （違 う とい う日直へ あ非難） 

　　　 F2 ： そ こ （日直の 席 を指 して ）で し ょ う  今 日は ど うし ち ゃ っ たの ？

　 　　 日直 ： （正 し い 位置コ自分の 席 に戻 っ て   ）気を つ け一 ！ 

　 児童全員 二 は 一い 1 

　　　日直 ： これ か ら
一

時間 目の お 勉強 を始め ます ！礼 1 

　児童全員 ；（礼  ）（静 か に な る  ）

  　それ は次の よ うな内容で あ る 。

　　　「学校 なん か の 場合 は一
応学級の 経営 っ て こ とが 土 台 に な っ て る わ け。 ん で ，

　　なん で もそ の 教科の 指導 で も， 学級経営が あρ
て は じ め て の 指導な ん だ よ ね 。

　　 （中略 ）だか らい つ もそ の 経営 っ て い うの が 母体 。
い つ も一年間通 じて ， （例 え

　　ば）並べ なくて も子 ど もたちが 自分の ポ ジ シ ョ ン とれ る っ て 経営 して れ ば並べ る

　　必 要な い 。 並 べ る経 営 して れ ば，並 べ な くち ゃ い け な い しね 。 」 （M4 ）

　　　「6 月 に な る と， 教生 さん （教育実習生）が 来 るで し ょ う。 そ うす る とせ っ か

　　 く落ち着 い た と思 っ た教室が ， また収 ま りつ か な くなっ ち ゃ うの よ ね 。 それ で す

　　 ぐ夏休 み で し ょ 。 ま た 9 月 か ら ， もい っ ぺ ん 指導 しな く ち ゃ なん な くな っ ち ゃ

　　 う。 もう毎年 そ の繰 り返 しなの よ 。 」 （F6 ）

  　顕在的 ス トラ テ ジー と して の性別カ テ ゴ リー
は ， 次 に挙 げる笛を使用 した顕在的

　 ス トラテ ジーの 例 との ア ナ ロ ジーを見れ ば よ り明 らか に な る 。

　 【第
一

学年 ， 学年体育 。 運動会の 練習】
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　　M2 ： 笛の 合図 を覚えま し ょ う。

　　　　　笛 1 つ は何だ っ け ？

児童全員 ： す わ る

　　M2 ： 笛 2 つ は ？

児童全員 ： 立 つ

　　M2 ：笛 3 つ は ？

児童全員 ：静か に す る

　　M2 ： は
一

い
， よ く分か っ て るね 一

。

　　　　　じ ゃ あち ょ っ と練習 して み よ う。

　　M2 ：（笛で ）ピー
ッ ！

児童全員 ：（す わ る）

　　 M2 ； ピ ッ ピー ！

児童全員 ：（立 っ ）

　　 M2 ： ピ ッ ピ ッ ピー 1

児童全員 ：（静か な まま）

　 　 M2 ： ピ ッ ピ ー 1

児童複数 ：（すわろ うとす る）

　　M2 ：笛 2 つ だろ一 1

　　運 動会 は ， 全校児童 に さま ざまな活動を させ な けれ ば ならな い 一大事で あ る 。 教

　師は例の よ うな強力 な児童の 行動パ タ ン 作 りと い う顕在的 なス トラテ ジー
に よ っ て

　運動会に よ り容易 に児童を適応 させ る こ とがで き ， ま た自ら も適応 し て い くこ とが

　で きるの で あ る 。 「女 ， 男」 と い う合図は ち ょ うど こ の 笛の 働 きに対応 して い る 。

　ただ し， 後述す るが ， 児童が既に 性別 カ テ ゴ リーを利用可能 な知識お よび ス テ レ オ

　タイ プ と して もっ て い るため に ， 性別 カ テ ゴ リー
は 笛 と違 っ て 「条件付け」 を し な

　 くて よ い 分，
ス トラ テ ジ ー として 即効力を もつ と言 え る 。

（10 本調査で は ， 行動面へ の 記述が 主で 学習面へ の 言及は少 なか っ た。

  　これ は水泳の 授業で 飛び込み を練習 した場面 に つ い て述 べ られ た こ とだが，筆者

　も観察 して い た実際の 場面で は飛び込 め る早 さは同性間で もバ ラ ツ キが あ り， 性別

　間の 有意差 は見られ なか っ た。

  　性別 カ テゴ リーを使わ な い で ラ ン ダ ム カ テ ゴ リーを使用 しよ う と努力 して い た教

　師が語 っ た内容で あ る 。

　　　「全 く無意識 に ほ っ て お くと ， ぜん ぜん もう い が み あ っ ちゃ っ た りも始 ま る し。

　　か らか い も始ま る し。 それ はす ご い と思 う。 で もそ うじゃ ない っ て こ とを何回 も

　　何回 も指導 して ね 。 おか しい ん じゃ ない か とか言 っ て ， それ は大分 。 ほん とに何

　　回も何回 もそ うい うの や っ て ， だ か ら自然 に パ ー
ッ と （女子と男子が

一
緒 に ）入

　　る よ うに な っ て 。 そ の 方が い い っ て 感 じで ね 。 そ こ に は か な り指導が 必要な面が

　　あ るか も しれ な い 。 うん ， ほ っ と い ちゃ い けな い っ て い うか 。 こ れ が ， ど うせ 男

　　女分か れ る の が 自然 だか ら っ て い っ て ほ っ て お く と ， 結局協力 とか思 い や りとか

　　は全然 もた ない
。 そ れで すご く理 解 しあ っ て

一
緒 に行動 した方が 楽 し い っ て い う

　　ふ うに な っ て く る と 自分た ちで や っ て い く。 だか らそ れ まで に は手間を くう っ て

　　い うか 。 去年 は 4 月 ……一
学期間は苦労 しま したね 」 （F4 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校に お け る 「性役割 の社会化」 再考

　性別 カ テ ゴ リー使用 に反省を加 え る大 きな きっ か け となるの は高学年を受け もつ

こ とで あ る。 高学年 にお い て 男女が 意識 しあい ， 反発する よ うに なる と ， 今 まで う

ま く利用で きて い た性別 カ テ ゴ リーが女子 と男子の 反発や対立 をつ よ め て ， 学級経

営をや りに く くす るか らで ある 。 確か に
， そ うい っ た状況に 対面 し て も性別 カ テ ゴ

リー使用 に さ して 反省を加 えな い 教師の 方が 多数派で は あ っ た 。 しか し，上 記の教

師の よ うに ， 「性別 カ テ ゴ リ
ー

を操作 的に使用 して 結 果 と して 性役割 の 社会化 を招

く」 とい うパ タ ン か ら抜け出 る可能性が あ る こ とも事実で あ る 。
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